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̍ষɹ相撲のັ力

１ はじめに

　本ॻおよびଐ %7% は、ʮどこでも、୭でも、安全にʯࢦಋすることができ、生徒が楽しさや

喜びを味わうことができるࢦಋをめ͟して作した。また、作に当たっては、ެӹࡒ団法人

本相撲連ໍによるh 中学ߍ体ҭ相撲ࢦಋの手Ҿき （ɦվగ൛）に基ૅをおいた。よりৄࡉなใは、

本相撲連ໍϗーϜϖーδʮ中学ߍ相撲ࢦಋの手Ҿきʯのίーナーで確認いたͩきたい。

　相撲は、互いのόϥンスを崩し合う格ಆ的ର人スϙーπで͋るとともに、礼法や伝統的ॴ作が

重視される本の伝統的な武道のҰつで͋る。相撲の礼法や伝統的ॴ作を学ぶことをとおして、

相手をଚ重する心、ެ正な態度ٴび武道の伝統的な考え方を身にけることができる。

　Ҏ下に、教ҭの視点から見た相撲のಛੑとັ力について記述する。

２ 相撲のྺ࢙

ᾇ本の相撲のݯى

　 　ಸྑ時のʰ古ࣄ記ʱには、ਆとして出Ӣのࠃを取り合ってޚݐ名方ਆ（λέミナΧλ）

とޚݐཕਆ（λέミΧρν）が力くらをした記述が͋る。h 本ॻلʱには、当ຑऽ（λ

ΠϚノέϋϠ）と見॓（ノミノスΫω）がఱߖの前で相撲を取ったと記述されている。当

時は戦うことをʮすまいʯとݺび、これがʮすもうʯのݯޠになったと考えられている。

ᾈ相撲અձ（すまいのͤͪえ）

　 　ಸྑ時からฏ安時の間、方からへ強い力࢜がूめられ、ఱߖの前で相撲大ձが行わ

れた。これをʮ相撲અձʯといいࠄޒ๛য়や大ړをئうٶ中の大切な行ࣄのҰつで͋った。ま

ͩඨはなかったが、ݥةな行ҝをࢭېするなど、গしͣつ相撲のルールができてきた。

ᾉไೲ相撲とਆࣄ相撲

　 　相撲અձ（すまいのせちえ）をܦ験した力࢜が元にり、で得た相撲のやり方やルール

を伝えることによりまったと考えられている。方の相撲は、ไೲやਆࣄとしてΜに行わ

れ、おࡇりの人ؾ行ࣄとなった。そして、現ࡏもҬのਆࣾのおࡇりでไೲやਆࣄとして相撲

が行われている。
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ᾊՈ相撲

　 　ฏ安時の中ࠒから、武࢜が力をつけ、ݖをѲる時になった。༗力武কは強い力࢜をू

め、見て楽しむために相撲を取らせた。勝った力࢜を武࢜としてޏうことも͋った。また、武

っている。৫ా৴པேが相撲を観戦した記もݯ。練として行っていた܇は相撲を戦の࢜

は、֤から多くの力࢜をूめ、大規な相撲大ձを開࠵したといわれている。

ᾋ࣌ށߐの相撲

道࿏などをったりम理するඅ用をूめるために、観٬から、ڮ、ࣉ時には、ਆࣾやށߐ　 　

ྉۚを取るק進相撲がΜに行われていた。やがて相撲は楽しむためのڵ行として行われるよ

うになった。౦ࠃ྆ژのճ
ㆆ

向
㆓ㆄ

Ӄ
ㆂ㇓

でय़ळຖ２ճの相撲ڵ行が開かれ、力࢜はՎب役ऀととも

に大スλーとなった。こうして、現ࡏの大相撲の元となるプϩの相撲が生した。このࠒ、現

。のඨやルール、礼法、ॴ作が΄΅備されたࡏ

ᾌࡏݱの相撲（ΞϚνϡΞεϙーπとしての相撲）

　 　�� ໌。の課֎活動として行われようになったߍになると、相撲は学لੈ ࣏ ��（����）には、

大ࡕのࡖで学生大ձが開࠵された。大正̐（���5）には、ੴݝでݝ̔ߍがࢀՃしてୈ

１ճ学生֯
㆙ ㇂ ㆄ

力大ձが開࠵された。現ࡏまで高ߍ相撲ۚ大ձとしてଓき、ฏ ��（����）

には、全ࠃから 7� Ճしてୈࢀがߍ ��� ճ大ձが開࠵された。大正̔（����）には、全ࠃ

的な大ձとして、ୈ１ճ学生相撲選手ݖ大ձが開࠵された。ত ��（����）には、アϚν

ϡア相撲を統括する組৫として、本相撲連ໍがઃ立された。そのに開࠵されたୈ１ճࠃຽ

体ҭ大ձから相撲は正ࣜ競技となった。現ࡏアϚνϡア相撲は、ঁࢠも含めখ学生、中学生、

高ߍ生、大学生、ࣾձ人までがっている。アϚνϡア相撲はੈքにもがり、�� Χࠃがࠃ

際相撲連ໍ（ฏ̐・���� ઃ立）にొし、ੈք規の大ձが開࠵されている。

　 　中学ߍ体ҭにおいては、ত ��（��5�）の中学ߍ学習ࢦಋ要ྖに＜格技＞として、相撲、

ॊ道、道がࣔされた。そして、現行学習ࢦಋ要ྖにも＜武道＞として、ॊ道、道、相撲が

ࣔされ、ฏ ��（����）に武道が必मとなり、すての生徒が武道をཤमするようになった。
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３ 相撲のಛੑと教ࡐとしてのັ力

ᾇ 相撲は古くよりࠃຽにしまれているࠃ技で͋る。大相撲のテレϏ中ܧを視聴したり、Ҭ行

験を༗する人が多い。このようなことܦのไೲ相撲などで相撲を取ったり、観戦したりしたࣄ

から、ଟ͘のਓが、基本的なルールやいߏえで前にग़ることのॏ要ੑを理解しており、必ͣ

しもઐՈでな͘ても、学ߍ教ҭので指導することがՄなछといえる。

ᾈ 相手をඨの֎に出す、͋るいは相手の足のཪҎ֎をඨにつけることで勝敗が決まるため、

ൺֱ的έΨがগな͘、ॳา的なஈ֊で͋っても簡易的な試合を楽しむことができる。

ᾉ ルールが簡໌で、試合におけるఆが༰易なため、授業中に生徒ಉ࢜で審判をすることができ

る。

ᾊ  試合に要する時間がいため、तۀ中にෳճ試合を楽しむことができる。

ᾋ ڱいۭ間で࣮ࢪできる。صとҜࢠをยଆに寄せれば、教ࣨでも授業ができる。

ᾌ 簡易な用۩で࣮ࢪできる。体ҭணの上からॊ道のଳやόスλΦルをまわしわりにண用して、

授業ができる。

ᾍ 身体৮をともなうର人競技で͋り、互いにײや力ײを、ൽෘ֮ײをとおしてײじ合う

ことができる。的な身体৮をとおして、相手とのίϛϡχέーγϣϯをਤることで、仲

間ಉ࢜の࿈ଳײおよび৴པײを高めることができる。また、相手との攻防のなかで、Ԣなؾ

力やྫྷ੩さをഓうことができる。

ᾎ 体力໘では、さま͟まな動作を含Μͩ全身運動のなかで、ے力、ॠ発力、ہॴٱ࣋力、හডੑ、

ฏڠ、ੑߧ応ੑなͲの体力要素を高めることができる。
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４ 用۩とࢪઃ

　相撲競技は本དྷ、まわしやඨというಛ༗の用۩・施ઃを用して行われる。しかし、学ߍ体

ҭでの相撲の授業は、まわしやඨがなくても、学ߍに͋る用۩や施ઃを用いて展開することが

できる。

　ྫえば、については、体ҭணの上から、ॊ道のଳやόスλΦルをまわしのわりに用いた

り、相撲ύンπや؆қまわしをண用したりして、授業を行うことができる。まわしを用できる

合でも、ॳظの段階では、生徒がによるײ߅をもつことがないように、体ҭணの上から

ॊ道のଳをしめるなどのྀが必要で͋る。

　施ઃに関しては、ॊ道、体ҭؗϑϩア（進度に応じてϚットを用）、グϥウンυなどの既

ଘ施ઃにϥΠンをҾくなどして、授業を行うことがՄ能で͋る。また、؆қඨ（ඨϚットや

ඨγート）などが͋れば、実際の相撲によりۙいかたちで授業ができる。

　いͣれにしても、用۩、施ઃを備する際には、安全確保にे分ྀする必要が͋る。そのた

めには、安全管理点ݕ表などを作し、生徒とҰॹに授業前にຖճνΣッΫをするとྑい。

　Ҏ下に、用۩（）と施ઃに関するཹ意点を͋げる。

ᾇに関するཹ意߲ࣄ
　・ 体ҭணをணて、腰の͋たりにॊ道のଳやόスλΦルをしっかりとしめる

　・ 相撲ύンπまたは؆қまわしが͋る合は、体ҭணの上からணする。ϕルトをしっかりとし

める

　・ 授業の前には、必ͣつめを切っておく

　・ 時計、ϔアϐン、めがねは֎す

　・ ঁ 用せͣ、必ͣスϙーπ用の下ணを用いるの合、ϫΠϠーೖりの下ணはࢠ

　・ 体ҭؗϑϩアで押しの練習をする合、受けるଆはۺ下をཤくことでりやすくなり、スϜー

ζに下がることができる。このとき、押すଆがγϡーζをཤいていると受けるଆが足を౿まれ

てέΨをすることが͋るので、押すଆはད足で押す
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ᾈࢪઃに関するཹ意߲ࣄ
【ॊ道を用する合】

　・ にܺ間やഁଛはないか

　・ பやนに֯ばりなどのݥةなՕॴがないか

【体ҭؗϑϩアを用する合】

　・ চにܺ間やഁଛがないか

ப用চۚ۩のΧόーが֎れていないか（চۚ۩のॴはආける）ࢧ ・　

　・ ؆қ試合では、దٓ、ϥΠンテープを用

　・ 体ૢ用Ϛットを用する合、ඨの中ͩけでなく、֎にもϚットをෑく

【グϥウンυを用する合】

　・ Ԝತはないか

　・ ੴ、࠭ར、Ψϥス、ۚଐഁย等はないか

　・ ඨとඨとの間ִはे分か

　・ ඨとそのपลをे分に理しているか

　・ पลにݥةなものがないか

【؆қඨを用する合】

　・ ඨϚットを用する合、पลにも体ૢ用Ϛットなどをෑく。Ϛット間にܺ間ができないよ

うに、ϥΠンテープなどでܺ間を͙࠹

　・ 体ҭؗϑϩアなどのߗいচの上にඨγートをෑく合、γートの下にઐ用の下ෑきγートや

δϣΠントϚットなどをෑく。ઐ用ඨをϚδッΫテープ等でしっかりとݻ定する

【ඨを用する合の確認߲ࣄ】

　・ Ԝತがないか

　・ ඨ上の࠭のྔや࣪りؾはద切か

　・ ඨがුいていないか、ඨのわらがྼ化していないか、ͻもの؇みはないか

　・ ඨに大きなͻび割れがないか

　・ ඨपลにݥةなものはないか
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